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感染性胃腸炎の集団発生について（第２報）        

 

 

 

 

 

平成１７年１月１４日に発表しました特別養護老人ホーム「長曽根寮」における

感染性胃腸炎の集団発生について続報をお知らせします。 

 

＊ 発症患者の状況 

患者は合計３０名になった。前回発表分含めて発症月日別患者数は次のとおり。 

発症月日（曜日） 発症者数（内職員数）

１月１１日（火）  １ 

１月１２日（水）    ２ 

１月１３日（木）    ４（１） 

１月１４日（金） １８（２） 

１月１５日（土）    １ 

１月１６日（日）    ４（３） 

１月１７日（月）    ０ 

 合  計 ３０（６） 

 

 

＊ 第１報後の患者数１６名 

年齢 入所者７７～９７歳、職員２０～３０歳代 

性別 入所者女性１２名、職員男性１名、職員女性３名 

症状は嘔気・嘔吐・下痢・発熱であるが、いずれも軽症、入院者はいない。１

月１７日１６時現在症状のある人は、下痢症状のみ４名である。 

 

＊ 病原体検査については、検査できた９名の検便の結果、ノロウイルスはすべ

て検出されなかった。 

 

＊ 保健所では引き続き入所者、職員の健康状態の観察を継続するとともに原因

調査をすすめている。 
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